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町の人口
（48年2月末環在）

人　口　23，851
男11，559
女12，302

世帯数　6，345

3月20。（1973）
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毎月一回各家庭に配布
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役場に行かずにすみます
戸籍謄本ｂ住民票など

このかんばんのお店で

町
は
勤
務
の
都
命
な
ど
で
、
役
場
ま

で
く
る
時
間
の
な
い
人
の
た
め
、
戸
籍

謄
本
・
抄
本
、
住
民
票
を
、
近
く
の
た

ば
こ
足
さ
ん
で
と
れ
る
「
お
届
け
交
付

制
度
」
を
二
月
一
日
か
ら
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
取
り
扱
い
は
、
写
其
の
か
ん
ば

ん
の
あ
る
別
表
の
九
カ
所
の
た
ば
こ
展

さ
ん
で
行
な
っ
て
い
せ
す
。

申
し
込
み
方
法
は
、
備
え
付
け
の
用

紙
に
簡
単
な
必
要
事
項
を
啓
き
込
む
だ

け
で
、
各
取
扱
店
の
あ
い
て
い
る
時
間

な
ら
、
い
つ
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

申
し
込
ま
れ
た
住
民
票
な
ど
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
原
則
と
し
て
翌
日
そ
の
店

で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
手
数
料
は

役
場
で
の
取
り
扱
い
と
変
り
ま
せ
ん
。

毎
日
の
お
届
け
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

毎
日
十
四
時
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
翌
日
十
六
時
ま

で
に
お
届
け
し
ま
す
。
（
十
四
時
以

後
に
申
し
込
ま
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
翌
々
日
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

土
　
曜
　
日

十
時
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
月
曜
日
土
ハ
時
ま
で
に

お
届
け
し
ま
す
。
（
十
時
以
後
に
申

し
込
ま
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
火

曜
日
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

日
　
曜
　
日

火
曜
日
の
士
ハ
時
ま
で
に
お
届
け
し

ま
す
。

十取　扱　店・・ト

二
町
営
住
宅
的

下
二
町
営
住
宅
バ
ス
停
酌

吉
田
二
本
村

鯉
口
バ
ス
停
北
側

猪
熊
町
営
住
宅
バ
ス
停
的

樋
口
バ
ス
停
北
側

新
生
街
バ
ス
停
西
側

Ｊ
頃
末
バ
ス
停
（
切
符
売
場
）

Ｊ
水
巻
駅
前

原
口
商
店

千
々
和
た
ば
こ
店

白
石
一
商
店

小
田
商
店

岡
部
商
店

山
本
商
店

井
上
た
ば
こ
店

桑
村
商
店

野
添
た
ば
こ
店

計
画
的
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
す

用
途
地
域
指
定
に
協
力
を

自
分
の
住
居
の
す
ぐ
横
に
工
樹
が
で

き
て
騒
音
に
悩
ん
だ
り
、
大
き
な
建
物

が
で
き
て
日
が
入
ら
な
く
な
る
、
こ
ん
、

な
こ
と
は
、
だ
れ
で
も
ご
め
ん
こ
う
む

り
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の

ま
ま
、
放
っ
て
お
く
と
、
せ
っ
か
く
静

か
な
所
だ
と
思
っ
て
家
を
建
て
て
も
、

将
来
、
家
の
廻
り
が
車
も
通
れ
な
い
道

で
取
り
囲
ま
れ
た
り
、
住
宅
と
工
場
が

湿
り
合
っ
て
建
ち
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
無
秩
序
な
町
を
作
ら
な

い
た
め
に
、
住
宅
、
商
業
、
工
場
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
た
め
の
地
域
を
決
め
、
交

住
民
相
談
室
へ
ど
う
ぞ

一
般
相
談
や
町
へ
の
要
望
な
ど

町
は
二
月
一
日
か
ら
住
民
の
方
の
あ

ら
ゆ
る
ど
相
談
に
応
じ
る
こ
と
書
的

と
し
て
、
「
住
民
相
談
室
」
を
も
う
け

て
い
ま
す
。
場
所
は
役
場
玄
関
に
向
っ

て
左
横
の
建
物
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
相
談
室
は
、
町
・
県
・
国
の
行

政
事
務
に
つ
い
て
そ
の
内
容
や
制
度
を

知
り
た
い
と
き
、
苦
情
や
意
見
を
い
い

た
い
と
蜜
要
望
や
陳
情
を
し
た
い
と
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重
患
嘉
昔
書
芸
背

四
十
八
年
度
予
算
原
案
＝

一

般

会

計

町
執
行
郡
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
予
算
案
を
作
成
、
三

月
繰
会
に
拉
出
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
総
額
は
二
十

億
六
千
九
百
五
万
二
千
円
と
な
り
、
登
よ
り
四
十
四

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
予

算
規
模
は
大
音
く
な
り
ま
し
た
が
、
税
収
は
む
し
ろ
減
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
増
大
す
る
需
要
に
対
し
財
産
処
分
等

に
よ
る
財
源
措
置
で
対
処
し
、
公
毒
の
促
進
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
住
宅
建
設
、
文
教

施
投
整
備
、
生
活
等
関
連
茎
喪
が
主
で
、
総
額
の

五
十
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
責
め
て
い
ま
す
。

予
算
案
痢
戊
の
基
本
姿
勢
と
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
入
　
財
源
措
置
に
苦
し
む

歳
　
出
　
生
活
施
設
整
備
を
主

円
の
変
動
相
場
制
移
行
に
伴
う
乗
気

変
動
の
影
響
に
よ
り
、
法
人
税
が
減
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
地
方

交
付
税
の
伸
び
の
鈍
化
、
住
民
税
の
税

率
穏
和
措
置
に
よ
る
減
収
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
一
方
生
活
環
境
関
連
施
設
の

嶺
、
毒
祉
の
充
実
姦
め
る
た

め
の
迄
量
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て

お
り
、
き
び
し
い
財
政
運
営
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
財
源
の
確
保
、
予
算
づ
け

は
、
町
総
合
開
発
計
睾
中
心
に

し
、
効
率
化
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
対
前
年
度
比
四
十
四

一
パ
ー
セ
ン
ト
増
で
、
こ
の
伸
び
率
は

国
の
二
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
地
方

財
政
計
画
の
二
十
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

を
大
き
く
上
廻
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
税
収
は
日
炭
閉

山
以
後
伸
び
は
な
く
、
地
方
財
政
計
画

の
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
は
確
保
で
き

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地

方
交
付
税
も
人
口
減
に
よ
る
基
礎
数
値

の
変
わ
り
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
伸
び

に
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
財

源
は
財
産
処
分
な
ど
の
措
置
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は

遠
路
・
河
川
葦

三
億
一
千
七
百
万
円

住
宅
輩
　
　
四
壁
ハ
百
万
円

義
経
栄
　
二
墜
ハ
千
八
百
万
円

盤

庖

関

連

公

童

二
億
四
千
六
百
万
円

な
ど
、
生
清
閑
適
塾
承
塞
貫
か
一
二

億
三
千
七
百
万
円
で
歳
出
総
額
の
五
十

九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
占
め
、
対
前
年
比

一
〇
丁
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
潔
境
地
投
関
連
の
、
一

髪
組
合
重
曹
に
あ
て
る
負
担

金
－
健
一
千
九
百
万
円
、
社
会
碍
祉
関

係
費
－
億
二
千
四
百
万
円
と
例
年
以
上

の
伸
び
率
で
増
え
て
い
ま
す
。
な
お
三

才
児
未
満
の
医
療
費
補
助
に
つ
い
て
は

零
才
児
を
対
象
に
礪
重
し
、
四
十
八
年

輩
甲
実
施
首
相
し
て
い
ま
す
。

き
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
と
膏
、
な
ど
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
銭
貸
借
、
相
椀
、
婚
姻
な

ど
の
日
常
生
活
上
の
法
律
間
髄
、
交
通

事
故
相
絞
、
税
金
相
談
、
戸
籍
相
墾

そ
の
他
一
般
的
な
生
活
相
談
な
ど
も
そ

れ
ぞ
れ
専
門
相
談
員
を
紹
介
し
た
り
、

欄
査
を
し
て
相
枝
に
応
じ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
．

こ
の
住
民
相
談
室
の
地
力
自
体
、
皆

さ
ん
の
意
に
柵
た
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
か

気
軽
な
ど
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
・

通
機
壁
茎
備
し
、
計
画
的
な
町
づ
く

り
を
し
て
㍉
始
め
て
住
民
の
生
活
珊
境

は
守
ら
れ
ま
す
。
こ
の
濾
っ
に
、
い
ろ

い
ろ
な
用
薯
形
態
の
瀞
莞
吉

の
中
で
盤
理
し
、
住
環
畢
貫
く
し
よ

う
と
い
う
の
が
都
市
計
画
の
用
途
地
域

で
す
。町

は
こ
の
珂
追
地
域
の
指
定
を
四
十

八
年
後
半
に
ぜ
ひ
決
定
し
た
い
と
、
現

在
原
案
を
作
成
中
で
す
。
こ
の
案
は
、

町
都
市
計
画
審
焼
金
、
鶴
会
の
審
議
を

経
て
県
・
国
の
承
認
を
得
、
始
め
て
決

定
さ
れ
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
、
協
力
を
得

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
水
巻
町
の
場
合
、
現
在
の
農
地

を
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の

ど
ち
ら
に
す
る
か
も
、
こ
の
用
途
地
域

指
定
と
紡
接
に
か
ら
ゐ
香
っ
て
い
ま
す

用
途
地
域
に
は
次
の
八
積
か
あ
り
ま

す
が
、
水
巻
町
の
将
来
を
決
め
る
大
事

な
間
魔
で
す
。
各
地
区
の
建
設
的
な
ど

意
見
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
二
楕
住
居
専
用
地
域

低
層
住
宅
地
と
し
て
の
良
好
な
環
境

を
保
護
す
る
た
め
の
地
域
で
、
工
場
や

風
俗
蓋
投
な
ど
の
住
民
環
境
を
こ

わ
す
紐
帯
は
建
て
ら
れ
ず
、
嬉
ペ
い

率
、
容
譜
率
も
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

第
二
種住

居
専
用
地
域

中
高
層
住
居
も
建
つ
よ
う
な
住
宅
地

と
し
て
の
艮
好
な
環
境
を
保
護
す
る
た

め
の
地
域
。
工
場
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、

旅
館
、
風
俗
営
業
施
投
な
ど
は
建
て
ら

れ
ず
、
建
ペ
い
率
は
六
十
％
、
容
穣
率

は
原
則
と
し
て
二
百
％
が
阻
ｌ
度
と
な
り

ま
す
。住

　

居

　

地

　

域

お
も
に
住
宅
環
境
を
保
護
す
る
が
、

あ
る
程
度
、
商
業
施
設
の
混
在
も
認
め

る
地
域
で
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
エ
喝
劇
場
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理

店
な
ど
は
建
て
ら
れ
ず
、
建
ペ
い
率
や

容
穣
率
の
限
度
は
第
二
穂
住
居
専
用
地

域
と
同
じ
で
す
。

近
隣
商
紫
地
域

周
辺
の
性
民
に
対
し
て
、
日
用
品
を

供
給
す
る
商
店
な
ど
が
集
中
し
て
立
地

す
る
地
域
で
、
一
般
の
工
場
や
劇
場
、

キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理
店
な
ど
は
建
て
ら

れ
ず
、
建
ペ
い
率
は
八
十
％
、
盤
根
率

は
原
則
と
し
て
二
百
％
が
限
度
で
す
。

両
　
難
　
地
　
域

寧
務
所
、
商
店
、
映
閻
館
、
銀
行
、

料
漫
店
な
ど
、
各
種
の
菱

が
管
す
る
駅
前
の
都
心
地
域
。
工
場

な
ど
ほ
建
て
ら
れ
ず
、
建
ペ
い
率
は
八

十
％
、
容
積
率
は
原
則
と
し
て
四
百
ガ

が
限
度
で
す
。

準

工

撫

地

域

中
小
工
場
や
住
宅
な
ど
が
混
在
す
る

地
域
で
、
建
物
は
公
害
寮
の
お
そ
れ
の

あ
る
工
場
や
危
険
物
を
扱
う
工
場
を
除

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
建
て
ら
れ
ま
す
。

建
ペ
い
率
は
六
十
％
、
容
穣
率
は
原
則

と
し
て
二
百
％
が
限
度
で
す
。

エ

　

米

　

地

　

域

お
も
に
工
業
施
投
が
立
地
す
る
地
域

で
学
校
、
病
院
、
映
画
館
、
料
理
店
、

キ
ャ
バ
レ
ー
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
建
て
ら

れ
ず
、
建
ペ
い
率
、
容
積
率
は
準
工
業

地
城
と
同
じ
で
す
。

工
業
専
用
地
域

工
業
施
設
専
用
の
地
域
で
、
学
校
、

病
院
、
ホ
テ
ル
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
工

業
地
域
で
は
健
て
ら
れ
る
住
宅
、
店
舗

娯
楽
施
殴
な
ど
は
建
て
ら
れ
ま
せ
カ
。

建
ペ
い
率
、
容
績
率
は
準
工
業
地
湖
と

同
じ
で
す
。

Ｊ　入　構　成　此　（単位千円）

分 収 入 椒 成 比 区　　　　 分 収 入 額 構 成 比

胞

的
収
入

税・鵬 ｌ交付税 20 8，4 2 9 1 0 1
投
資
的
収

入

圏 県支 出金 64 9．74 2 3 14

地 方 交 付 税 53 1こ77 9 ≠57 町　　　 傭 之．84 ．9 00 1 38

謝 県 支 出 金 9 1，7 12 4 4

使用料 ・手数料 42 ，3 20 20 薗十 ．934 ，64 2 4 52

そ　 の　 他 26 0，17 0 12 6

計 1．13 4 ，41 0 5 48 食　　　　 酢 2，06 9 ．05 2 1 ．0 00

畿　出　構　成　比　（単位千円）

区　　　　 分 支 出 解 成 上 区　　　　 分 支 出轍 成 比

人　 件　 費 35 7 ，56 1 ，1 73 災害復旧事業費 21 6 ，5 59 1 05

物　 件　 費， 12 6 ．9 05 61 失業対策事業費 11 1 ，29 8 封

挟 ・ 助 ．費 4 5 ，64．8 22 公　 債　 費 69 ，83 9 34

榔　 助　 費　 等 19 3 ，3 44 94 線 出 金 そ の他 2 5 ，25 0 12

維 持 補 修 費 1 3 ．30 8 6

普 通 建 設 費 90 9 ，34 0 ． 439 合　　　 1十 2．06 9 ．05 2 1 ．0 00

49．787千円

35，216千円

9，049千円

127，499千円

70，000千円

3．780千円

406，169千円

1．237，209千円

18．1272千円

13．715千円

69、839千円

227．974千円

62．295千円水中運動場無情外事賞

21，026千円学習等供用施枚篠業

27．942千円交通安全施設外事業

50，000千円鉱害債旧事業

47，016千円曲川筋パイプ送水事業

108．974千円林地崩壊外事業

1叫776千円改射主宅建設事業

33，700千円　　　肝

1，800千円住宅管理事務．

7．200千円小中学校教材費扶助費専

25．336千円公債費

61，170千円　　　計

30．642千円

4，282千円消防組合　　　　　　　恥012千円

11．278千円水選企業会計繰出会　　　20．000千円

主な公共事業予算額

開発就労事業

‾‘働欄事洗

骨定地城開発就労事業

過疎対策事業

退路河川関係事業

棟梁建紋改良事業

小中学校防音改築事業

プール折隈事典

主な事楕予算譲

日成問周対策貨

国民年金事務

児童福祉事務

母子寮保育園事務

老人対策事務

一部事務組合繰出金専

任染痢椀組合

火葬場組合

30．300千円農業共済会折線出金　　　1，900千円

35，311千円　　　脾　　　　　　141．083千円

総　合　計1．606．266千円

し尿処理組合

ごみ他社組合

－‥、＿．＿．＿＿＿、＿＿．＿＿．＿＿．＿　＿　…　．＿」＿＿、、＿＿
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比
較
し
て
み
る
と
、
義
務
的
及
び
縫
宵
宮
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
歪
千
円
の
う
ち
主
な
財
源
は
国
庫
補
助
金

境
が
、
歪
限
り
で
琶
て
　
′
遍
雷
撃
＃
誓
詞
調
雛
鰻
莞
∵
聾
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま

国
庫
依
存
型
の
難
指
摘

覧
内
容
は
貸
付
金
が
蒜
だ
け
で
　
嚢
が
ー
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
る
。

あ
り
、
過
年
度
貸
付
金
収
入
と
革
報
廃
も
な
く
八
二
万
三
石
〓
ニ
円
の
鼎
　
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
憲
経
営
に

止
の
た
め
の
串
務
梁
支
出
が
そ
の
大
半
字
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
つ
い
て
は
、
相
互
扶
助
を
本
旨
と
す
る

で
あ
り
、
一
般
会
計
へ
二
五
〇
万
七
千
前
紅
塵
繰
越
金
と
国
庫
支
出
金
の
増
収
．
重
の
趣
旨
の
徹
底
を
は
か
り
つ

昭
和
四
士
ハ
年
度
町
歳
入
歳
出
決
算
及
び
基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て
、

櫨
に
基
づ
い
た
山
本
多
事
夫
、
高
柿
次
生
両
町
監
査
葉
に
よ
る
審
査
が

終
り
、
決
算
辛
査
意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

重
曹
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
経
常
的
経
腰
を
抑
制
し
、
投
資
的

経
費
に
支
出
を
ま
わ
し
て
い
る
こ
と
、
苦
し
い
町
の
台
所
を
高
度
な
財
政

運
営
と
一
応
認
め
な
が
ら
も
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
町
債
等
に

七
二
九
％
も
の
財
源
を
依
存
す
る
財
政
構
造
を
、
必
ず
し
も
健
全
な
財

政
状
況
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。と

比
較
し
て
三
・
三
％
上
昇
し
て
い

る
。
こ
れ
は
経
常
的
経
蛍
を
抑
制
し
て

特
別
会
計
で
は
、
廃
止
の
決
定
し
た
生
活
費
金
融
通
啓
業
の
、
長
期
に
．

わ
た
る
未
収
入
金
の
す
み
や
か
な
精
算
業
務
を
、
国
民
健
康
保
険
調
薬
に

つ
い
て
は
、
相
互
扶
助
を
趣
旨
と
す
る
事
業
趣
旨
の
徹
底
を
は
か
り
、
健

全
な
運
営
を
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
水
普
買
会
計
に
つ
い
て
は
、
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
料
金
未
納
者

に
強
硬
な
措
置
、
不
艮
債
務
に
対
す
る
町
の
特
別
な
配
慮
を
望
み
、
わ
薬

姿
勢
に
つ
い
て
、
直
面
し
て
い
る
危
機
を
再
認
軸
し
、
企
業
基
盤
の
確
立

に
抜
本
的
施
策
を
断
行
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

が
強
い
。
な
お
〇
・
四
％
以
下
は
過
疎
が
る
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ｌ
般
会
計
　
鰯
墾
支
出
し
た
結
果
で
あ
る

昭
和
四
十
六
年
度
の
一
般
会
計
決
算
　
不
用
轍
に
つ
い
て
墜
前
任
虔
四
、

額
は
歳
入
総
額
這
億
六
、
六
八
万
二
三
七
万
〇
、
0
〇
三
円
に
対
し
、
本

九
千
一
九
九
円
に
対
し
歳
出
総
額
這
年
度
二
、
六
二
六
万
四
千
五
七
二
円
で

墜
ハ
、
三
九
二
万
一
千
四
二
八
円
で
差
昨
年
よ
り
二
六
一
〇
万
五
千
四
≡

引
き
、
二
八
九
万
七
千
七
七
高
の
黒
円
減
少
し
て
お
り
、
収
入
未
済
型
、

字
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
一
四
六
万
八
王
ハ
八
六
円
を
か
か
え
て

性
質
別
経
費
の
構
成
比
率
を
前
年
と
の
黒
字
遽
昇
は
極
め
て
高
度
な
財
政
運

地
域
の
指
定
の
要
因
に
な
る
）
公
債
兜

比
幣
Ｈ
Ｈ
四
・
六
％
（
八
％
以
下
が
里
ま

生
活
資
金
融
通
事
業

し
い
）
で
あ
る
が
、
自
主
財
源
と
依
存
　
本
革
業
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
一

財
源
の
構
成
比
率
は
二
八
・
一
％
と
七
郎
住
民
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状

丁
九
％
で
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
況
な
の
で
、
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
か

出
金
、
町
僕
等
に
依
存
す
る
財
政
構
造
と
昨
年
の
決
算
審
査
意
見
啓
で
述
べ
て

五
六
三
円
を
繰
出
し
て
飽
入
歳
出
差
引

残
金
な
し
で
決
算
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
長
期
に
わ
た
る
収
入
未
済
額

八
七
万
四
王
ハ
四
八
円
に
つ
い
て
、
す

み
や
か
に
精
責
務
を
完
了
す
る
こ
と

を
要
畢
す
る
。

濃
紫
共
済
事
業

財
政
規
模
は
三
三
九
万
三
千
円
で
あ

る
。
本
革
業
に
お
け
る
収
入
未
済
額
は

礪
定
額
に
対
し
∵
九
％
六
万
七
千
四

三
四
円
で
あ
り
、
前
年
度
二
・
九
％
九

万
9
ハ
四
四
円
よ
り
良
好
で
あ
る
が
、

収
入
未
済
額
の
六
万
七
千
四
三
四
円
の

内
六
万
三
千
六
二
八
円
は
過
年
度
滞
納

分
で
あ
り
、
固
定
化
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
そ
の
対
策
に
つ
い
て
一
考
さ
れ

た
い
。

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
療
養
給
つ
、
健
全
な
運
営
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

付
聖
は
年
々
急
増
の
傾
向
に
あ
り
、
単
壷
呈
す
る
す

－

総
合
計
画
実
施
穂
甘
お
努
力
を

以
上
昭
和
四
土
ハ
年
度
の
審
査
を
終

る
が
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
と
も

お
お
む
ね
健
全
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、

福
祉
行
政
の
推
進
に
努
め
、
投
資
的
覇

業
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
関
係
当

局
の
努
力
に
つ
い
て
は
、
そ
の
労
を
多

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
方
行
政
は
住
民
の
自
治
議
の
高

揚
と
共
に
ま
す
ま
す
複
雑
、
多
様
化
し

て
お
り
、
質
的
に
も
高
度
な
も
の
を
求

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
軸

さ
れ
、
水
巻
町
総
合
計
画
の
実
施
に
な

お
一
層
の
努
力
査
毒
し
、
決
算
審
査

の
意
見
と
し
ま
す
。

登
録
募
集

町
臨
時
職
員

町
は
、
′
四
十
八
年
度
中
の
町
臨
時
職

「
聯
穣
一
艇
軍
務
及
び
君
経
婦
・

タ
イ
ピ
ス
ト
・
保
母
等
技
術
職
員

二
、
資
格
　
川
性
別
・
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
。
伺
年
令
十
八
才
以
上
四
十
五

才
未
満
（
た
だ
し
技
術
職
泉
等
に
つ

い
て
は
五
十
五
才
未
満
）

一
三
申
込
先
　
水
巻
町
役
場
人
啓
辞

四
、
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
八
年
二
月

三
十
日
（
金
）
ま
で

五
、
登
録
の
方
法
　
履
歴
啓
一
通
（
写

真
添
付
）
を
、
役
場
人
事
堺
へ
本
人

が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
そ
の
他
　
登
録
の
有
効
期
間
は
昭

と
し
、
町
の
必
要
な
階
に
勤
務
し
て

も
ら
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、

役
場
人
事
抹
（
喝
栢
六
〇
丁
四
三

三
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
け
。

予
約
募
集
中

郷
土
誌

青
田
の
う
つ
り
か
わ
り

富
田
ノ
二
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
青
田

の
歴
史
を
記
述
し
た
郷
意
「
青
田
の

う
つ
り
か
わ
り
」
　
（
Ａ
五
版
、
五
十
ペ

ー
ジ
等
要
一
士
ハ
枚
）
の
予
約
を
受
付

け
て
い
ま
す
。
価
格
二
百
六
十
円
、
申

込
み
先
吉
田
二
公
民
館
、
期
間
三
月
ニ

潮
四
十
八
年
四
月
盲
か
皇
カ
年
十
五
日
ま
で
。

は
昨
年
と
同
様
で
あ
り
、
必
ず
し
て
健

甥
財
琵
で
は
な
い
と
思
わ
れ
　
危
機
直
面
の
水
道
事
業

投
資
的
縫
蛍
八
億
一
、
】
四
八
万
八

昭
和
四
土
産
虎
の
水
通
宝
貢
決
算
な
段
階
に
立
ち
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

的
経
堂
は
、
三
三
・
九
％
（
前
年
度
四
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支

三
吾
で
三
・
妄
り
そ
の
他
の
経
兜
比
血
甘
八
七
・
ｍ
屍
（
七
五
％
程
度
に

四
・
七
％
（
整
丁
度
六
・
三
度
で
一
お
さ
え
る
こ
と
が
妥
当
、
八
〇
％
を
施

工
ハ
諺
前
年
度
よ
り
構
成
比
率
が
減
少
え
る
場
合
財
政
構
造
は
弾
力
性
を
失

し
て
お
り
、
投
資
的
経
費
は
五
五
・
四
う
）
財
政
力
指
数
八
）
・
二
五
％
（
財

％
｛
登
五
〇
・
七
％
｝
で
登
政
力
の
把
膣
で
山
に
近
い
ほ
ど
財
政
力

鮒
拙
錮
捌
親
絹
鵜
…

継
綿
実
施
す
る
と
と
も
に
、
足
も
と
適
四
百
三
万
李
8
四
円
の
赤
字
で
あ

路
の
整
備
及
び
町
民
プ
ー
ル
、
函
甲
プ
り
、
累
棟
赤
字
は
実
に
三
千
五
八
万

－
ル
の
整
備
轟
奥
等
住
民
福
祉
に
つ
な
八
王
ハ
七
四
円
と
な
っ
て
い
る
。
し
た

る
。

水
道
蓑
は
現
在
危
機
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
を
再
認
柚
さ
れ
、
企
菜
の
基

盤
確
立
に
真
に
抜
本
的
施
策
の
断
行
を

切
に
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

収
納
率
と
未
収
金

．
未
納
者
に
は
強
硬
手
段
も

鰍タ・づ密顔絶与チ
開館は5月中旬の予定

が縫黛約3・000万円をかけ、バ
レー、ノヾスケット、車球などで
きる建築面積837〝タの体育セン
ターをつくるもので、名称を勤
労骨少年体育センター施設とい
い、運営は町が委託されて行な
います。

使用できるのは五月中旬の予
定で、今からスポーツ同好者の
期待を集めています。Ｃ等真は
完成予想図）

公共スポーツ施疎の充実を里
む町民の声は強く、町もその必
要性は強く感じていました。し
かし、財政面から町費での建投
計画がノ患うように立たず、町は
雇用促進事業団による施設建設

を強く運動し、このため、本町
に事業団による体育センター建
投が決まりました。

この施設は旧水中跡地を町が
ま粗供し、ここ古こ雇用促進事業団

金
と
し
て
お
り
、
借
入
資
本
安
全
率
は

わ
ず
か
に
一
三
・
三
％
で
あ
る
。

な
お
、
本
年
度
の
収
支
を
分
析
し
て

み
る
と
、
粗
金
改
正
が
咋
坤
の
九
月
分

か
ら
で
、
年
度
前
半
の
六
カ
月
は
旧
料

金
の
た
め
、
給
水
原
価
は
叫
ト
ン
当
り

四
七
円
一
四
銭
（
町
か
ら
二
五
〇
〇

万
円
の
補
助
金
患
外
人
し
た
場
合
）
で

あ
り
、
販
売
価
格
は
三
五
円
七
七
鎖
と

な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
一
ト
ン
当
り
二
円
三

七
銭
の
出
血
価
格
で
あ
っ
た
が
、
総
配

水
量
の
増
加
及
び
経
常
蛮
尋
に
よ

り
、
昭
和
四
七
年
度
以
降
は
採
算
を
見

込
ん
で
い
た
。

し
か
し
昭
和
四
十
七
年
四
月
北
九
州

市
の
料
金
改
正
に
伴
い
、
妻
は
咋

内
容
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
五
一
・
八
％

に
当
る
三
六
万
八
千
二
九
六
円
に
つ
い

て
は
固
定
化
し
っ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
未

納
者
に
対
し
て
は
、
条
例
に
基
づ
く
停

水
処
分
雷
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
未
収
金
の
撤
収
方
法
に
つ
い

て
は
、
事
務
機
構
上
に
も
若
干
の
間
贈

点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
委
託
制
度

．
等
別
途
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

貯
蔵
品
に
つ
い
て

貯
蔵
品
の
年
度
末
現
在
高
は
、
二

一
万
九
千
二
九
一
円
で
あ
り
、
棚
卸
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
入
庫

は
納
入
業
者
の
納
品
音
、
出
庫
は
工
事

芳
円
の
一
時
借
入
を
し
て
つ
な
ぎ
資
年
度
未
収
金
七
〇
万
九
千
九
五
二
円
の

が
っ
て
靂
資
金
の
操
作
に
困
難
を
き

た
し
、
呑
葉
侠
一
席
六
千
〇
六
二
万
〇

五
四
四
円
と
は
別
に
遠
賀
信
用
金
庫
か

う
二
千
万
円
、
福
岡
銀
行
か
ら
四
千
五

収
納
率
は
昭
和
四
十
五
錘
衰
九
七
・

4
％
、
・
歪
鹿
九
七
・
二
％
で
整
丁
度

と
比
べ
て
〇
・
一
％
の
上
昇
で
あ
る

が
、
特
に
間
腰
と
考
冬
ら
れ
る
の
は
過

年
十
月
料
金
改
正
を
し
た
ば
か
り
で
あ
米
者
の
哲
笛
庫
伝
票
に
よ
り
、
そ
の

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ふ
た
た
び
蛮
要
つ
ど
入
出
庫
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
．
し
か
し
、
帳
簿
の
記
入
方
法
等
に

つ
い
て
さ
ら
に
改
帯
さ
れ
た
い
。

町
の
特
別
配
慮
を

不
良
債
務

昭
和
四
十
大
鑑
鹿
の
支
出
総
額
は
、

八
千
二
九
万
二
千
四
〇
四
円
で
あ
り
、

大
蔵
省
の
企
兼
併
（
二
十
壷
）

は
六
千
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
こ
の
長

期
債
を
上
ま
わ
る
六
千
五
〇
〇
万
円
の

一
時
借
入
金
は
、
支
出
決
算
額
の
七
七

二
一
％
に
当
り
、
不
艮
債
務
率
は
三

七
・
八
％
で
あ
る
。

政
府
に
よ
る
地
方
公
営
Ａ
索
経
常
健

全
化
計
画
に
よ
る
指
導
は
、
不
艮
債
訝

率
一
〇
％
で
あ
り
、
金
藻
の
借
入
業

務
に
つ
い
て
は
、
意
蒔
段
階
ま
で
支
障

を
き
た
し
て
い
る
実
状
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
当
按
藁
は
企
莱
会
計
で

は
あ
る
が
、
住
民
の
生
活
と
直
椿
し
て

い
る
事
業
で
あ
る
こ
と
を
曙
輸
さ
れ
、

こ
れ
に
対
す
る
町
当
局
の
配
慮
患
芸

す
る
も
の
で
あ
る
。

一
年
生
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
父
兄
の
皆

様
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
入
学
の

日
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
に
入
学
す
る
と
い
う
こ
と

は
一
体
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
。
こ
れ
ま
さ
に
義
務
教
育
へ
の

入
門
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
幼
稚
園
や

保
育
園
或
は
家
庭
と
、
入
学
前
の
条

件
の
違
い
は
色
々
あ
る
に
し
て
も
、

入
学
と
い
う
と
て
ろ
か
・
ｈ
轟
務
教
育

の
一
貫
を
開
く
と
考
え
て
い
い
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
幼
児
で
あ
っ
た
子

供
が
、
こ
こ
で
一
人
前
の
子
供
と
し

て
自
主
独
立
の
で
き
る
子
供
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け

を
一
年
生
に
入
学
の
時
か
ら
持
た
せ

た
い
も
の
で
す
。

幼
稚
園
や
保
育
園
で
の
教
育
の
ね

ら
い
は
「
よ
く
遊
び
よ
く
生
清
す

る
」
こ
と
で
す
が
小
学
校
の
教
育
は

「
よ
く
学
び
よ
く
選
ぶ
」
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
小
学
校
に
入
学

す
る
に
当
っ
て
、
子
供
、
お
母
さ
ん

は
ど
ん
な
準
備
を
し
た
ら
よ
い
で
し

ょ
う
。
帽
子
や
樺
服
、
ラ
ン
ド
セ

ル
、
学
用
ロ
等
と
大
変
な
が
ら
楽
し

い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
大

切
な
の
は
心
の
準
備
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
小
学
校
入
学
と
い
う
の
は
柵
に

も
忘
れ
ら
れ
な
い
記
念
す
べ
き
日
で

す
。
こ
の
日
は
な
に
は
な
く
と
も
祝

福
し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。
・
朝
赤

飯
を
食
べ
さ
せ
て
や
る
と
か
、
一
冊

の
よ
き
絵
本
を
与
え
親
が
サ
イ
ン
し

て
や
る
と
か
、
形
占
共
に
心
の
あ
ら

わ
れ
か
ほ
し
い
も
の
で
す
。

入
学
前
に
次
の
こ
と
を
し
つ
け
て

は
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
生
活
の
基
本
的
な
し
つ
け
は
入

学
前
に
一
応
終
わ
っ
て
い
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
に
入
る
酌

か
ら
ち
ゃ
ん
と
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ど
こ
の
学
校
で
も
入

学
前
の
身
体
検
査
や
一
日
入
学
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
、
そ
ろ

そ
ろ
子
供
の
心
の
準
備
が
は
じ
め

ま
り
カ
ツ
コ
よ
い
よ
り
も
困
ら
ぬ
鼎

よ
う
に
者
や
す
い
も
の
を
用
意
す
間
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ら
れ
る
と
患
い
ま
す
。

朝
鸞
こ
と
、
夜
ね
る
こ
と
が

き
ち
ん
と
で
き
る
こ
と
、
心
事
も

学
校
で
給
食
が
あ
り
ま
す
か
ら
時

間
内
に
食
べ
終
る
よ
う
に
、
ま
た

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
も
ど
挨
拶

か
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
学
校
で
も
体
育
や

身
体
検
査
な
ど
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
自
分
の
衣
服
は
ち
ゃ
ん
と
脱

い
だ
の
老
た
り
で
き
る
こ
と
、
あ

る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

私
は
入
学
に
あ
た
っ
て
、
上
級

生
に
や
さ
し
く
親
切
に
し
て
あ
げ

な
さ
い
と
嘗
い
ま
す
。
た
と
え
ば

一
年
生
が
下
駄
箱
の
前
で
自
分
の

轡
甘
さ
が
し
て
い
る
と
し
ま
す
。

す
ぐ
上
級
生
が
さ
が
し
て
や
る
の

で
な
く
、
さ
が
し
な
さ
い
と
育
っ

て
や
り
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
ぬ

時
、
一
緒
に
さ
か
す
こ
と
で
す
。

本
当
の
親
切
は
、
は
や
く
一
年
生

か
、
自
主
独
立
が
で
菌
る
よ
う
に

指
導
す
る
こ
と
で
す
。

二
、
勉
強
の
こ
と
が
親
の
不
安
の
最

上
の
よ
う
に
見
愛
け
ら
れ
ま
す
。

学
校
と
し
て
ほ
、
い
ろ
は
の
い
の

字
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
数
で
言
え
ば
十
ま
で
数
え

ら
れ
る
輯
嬰
路
み
か
卓
は
自
分

の
名
前
租
度
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
こ
れ
は
責
任

あ
る
首
謀
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
現
実
の
姿
は
も
う
と
き
び
し

い
も
の
か
あ
り
ま
す
。
情
舶
花
時

代
に
育
つ
子
供
達
、
幼
稚
園
時
代

を
す
ご
し
た
子
供
と
、
放
任
さ
れ

た
子
供
と
の
差
、
入
っ
て
く
る
子

供
の
格
差
と
指
導
内
容
の
間
髄
な

ど
、
私
達
の
悩
み
の
大
曽
甘
も
の

と
音
え
ま
し
ょ
う
。

紙
数
の
都
合
で
省
略
し
ま
す
が
、

入
学
前
後
、
小
学
校
と
幼
稚
園
と
よ

く
賭
し
合
っ
て
、
そ
の
子
に
適
し
た

カ
ル
テ
を
つ
く
る
よ
り
よ
い
豆
は

な
い
と
患
い
ま
す
。
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